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労使トラブル業種別診断サービス ⇒ http://www.iwaki-pmo.co.jp 

 

 In the Future 2009  

21 世紀型企業への転換を図る 
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

近年、労働基準監督署の調査による是正勧告、指導が相次いでいます。なかでも、労働者

からの「申告」による労働基準監督署の調査 ⇒ 是正勧告が急増しているようです。以下、

東京労働局が、平成 21年 2月 27日に発表した『平成 20年申告事案の概要』です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月号より、急増する『労働基準監督署による調査 ⇒ 是正勧告対応策』、『これだけは知

っておきたい労働基準法』についてお送りします。 

労働基準監督署による調査 → 是正勧告の現状！！ 

※「申告」による調査とは、労働者から

労働基準監督機関に対して、労働基準

関係法令に係る違反事実の通告がな

され、同通告を受けた労働基準監督機

関が、通告された違反事実の有無を確

認し、違反事実が認められた場合に

は、事業主にその是正を勧告し、改善

を図らせることをいいます。 
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名ばかり管理職対策ご相談窓口設置中 ⇒ ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-81-4864 
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労働基準監督署の労働基準監督官には、労働基準法等の法違反があるかどうかを調べ

るために事業所への立ち入り調査（この調査のことを「臨検」といいます）をする権限

が与えられています。さらに、調査した結果、法令違反に該当すると判断した事実を確

認した場合には「是正勧告」や「指導票」を出すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「労働基準監督署はいつ来るの？」と聞かれることがありますが、この「臨検」には

いくつかの種類があり、労働基準監督官が定期的に事業所を無作為に調査するもの、労

働者の申告によるもの、司法手続きとしての告訴、告発によるものがあります。 

 

 

 

定期調査（定期監督） 労働基準監督署が行政方針を策定し、重点業種を定め、定期

的に行う調査です。 

申告調査（申告監督） 労働者から法令違反などの申告（密告）があった場合に行わ

れる調査。労働基準法では「事業場に労働基準法等に違反の

事実がある場合には、労働者はその事実を労働基準監督署長

や労働基準監督官に申告することができる」と規定されてい

ます。なお、申告があったからといってすべて調査が行われ

るものではありませんが、最近はこの申告による立入調査が

急増しています。 

再調査（再監督）     定期調査や申告調査後の実施状況を確認するために行われる

調査。是正勧告を受けたにもかかわらず、是正報告がなされ

ていない場合等に行われる調査です。 

 

 

※これらの調査には、事業所に立ち入り調査を行う場合（事前通知がある場合と無い

場合）、事業主を労働基準監督署に出頭させる場合があります。 

労働基準法第 101条 

労働基準監督官は、事業場、寄宿舎その他の附属建設物に臨検し、帳簿

及び書類の提出を求め、又は使用若しくは労働者に対して尋問を行うこ

とができる。 

労働基準法第 102条 

労働基準監督官は、この法律違反の罪について、刑事訴訟法に規定する

司法警察官の職務を行う。 

労働基準監督署の調査（臨検）とは… 

…？！ 

労働基準監督署の調査（臨検）はいつ行われるの…？？ 

…？！ 

労働基準監督官による臨検の種類 
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ＣＳＲ 四葉のクローバー運動 ⇒ http://pflc.jp/ 
 

 

 

是正勧告とは、臨検などに入った労働基準監督署の労働基準監

督官が法令違反に該当すると判断した事実を確認した場合に、

「いつまでに改善しなさい」という目的で出す勧告書です。出さ

れた是正勧告書には、違反事項と根拠条文、是正期日などが書か

れていて、期日までに是正し、 

報告書（「是正報告書」という） 

を提出する必要があります。 

 

 

 

是正勧告で法違反としてよく指摘される事項、ワースト５です。 

 

第 1位 労働基準法第３２条・36条などの【労働時間】違反 

法定労働時間・変形労働時間制に関する違反、36協定未届 

第２位 労働基準法第３７条【割増賃金】違反 

残業代の不払い（サービス残業）、残業単価算出間違い、 

残業時間の切捨て、管理監督者の取扱い 

第３位 労働基準法第８９条【就業規則】違反 

就業規則の未作成、労働基準監督署への未提出 

第４位 労働基準法第１５条【労働条件の明示】違反 

雇入れ時の労働条件の書面による明示違反 

第５位 労働基準法第１０８条【賃金台帳】違反 

賃金台帳への労働時間の未記入など 

その他 定期健康診断の未実施、結果報告書の未提出、 

産業医・衛生管理者が選任されていない など… 

 

 

「ドキっ」とする項目はありませんでしたか？  

このようにみると、日々の労務管理で重点を置くべき項目が見えてくることと思いま

す。特に、残業代の不払い、名ばかり管理職については、長時間労働が恒常化→労働者

の健康に与える影響が大きい、最悪のケースでは過労死という問題があるため、労働基

準監督署がこれらの是正に力を入れています。 

 

 来月号では、調査（臨検）時の注意点や労働基準監督官への対応、是正報告の方法な

どについてご紹介いたします。 

 

労働基準監督官による是正勧告とは… 

…？！ 

是正勧告でよく指摘される事項…？！ 

…？！ 

指定された期限までに是正報告書を提出す

ること。 

改善の意思がみられない場合には検察庁へ

書類送検されることがあります。 


